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１．本発表の⽬的

①ドイツの⼤学間学⽣交流およびCOVID-
19による影響を概観する。

②ニューノーマル科研チームのアンケート
調査について、ドイツの回答結果を提⽰
する。

③感染症制御後の⽇本の⼤学間学⽣交流へ
の⽰唆

3



１．本発表の⽬的

ドイツを調査対象とする理由
• 英語圏でない点と、旧植⺠地に頼らず留学⽣を獲得し
ている点で、⽇本と共通しており参考になると思われ
るため。
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2018年 世界の国別受⼊留学⽣数

DAAD（2021a）「2020年度版Wissenschaft
weltoffen」より発表者作成
（ UNESCOの学⽣統計をもとにDAADが作成）

DAAD（2021a）「2020年度版Wissenschaft weltoffen」 :
http://www.wissenschaftweltoffen.de/publikation/wiwe_2
020_verlinkt.pdf(2021/08/06閲覧）



2．ドイツの概要
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2．ドイツの概要
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【⼤学数】
(2020年現在)

390
(HRK,2021)

・総合⼤学 120
・専⾨⼤学 213
・美術・⾳楽⼤学 57

【調査期間】 2021年3⽉1⽇〜5⽉31⽇

【回答数】 22校

0

1

回答校の内訳

回答校は全て国⽴・州⽴⼤学

• HRK:ドイツ⼤学学⻑会議

• DAAD:ドイツ学術交流会
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学⽣数
(2020年現在)

290万⼈
・総合⼤学 178万⼈
・専⾨⼤学 108万⼈
・美術・⾳楽⼤学 36,633⼈

受⼊留学⽣数
(2018/2019冬学期)

302,157⼈
(全学⽣数の14.2%)
(うちエラスムス学⽣約3万

⼈)

・中国 39,871⼈
・インド 20,562⼈
・オーストリア 11,495⼈
・ロシア 10,439⼈
（⽇本 2,299⼈ DAADより）

派遣留学⽣数
(2017年度)

139,205⼈
（うちエラスムス学⽣約

4万⼈）

・オーストリア 28,670⼈
・オランダ 21,858⼈
・英国 15,745⼈
・スイス 14,558⼈
・アメリカ 10,042⼈
・中国 7,814⼈

2. ドイツの概要
学⽣数の概要

HRK (2021)「Higher Education Institutions in Figures 2020」 （同上）より発表者作成
HRK (2021) ”Higher Education Institutions in Figures 2020”:
https://www.hrk.de/themen/hochschulsystem/statistik/ (2021/08/06閲覧）
DAAD ” Ausländische Studierende in Deutschland: Anzahl & Entwicklung”:
https://www.daad.de/de/der-daad/was-wir-tun/zahlen-und-fakten/mobilitaet-auslaendischer-studierender/ 
(2021/08/17閲覧）



（参考）在⽇ドイツ⼈留学⽣数の推移
＊パンデミック前は増加傾向
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JASSO「平成20年度外国⼈留学⽣在籍状況調査結果」〜「2020（ 令和2）年度外国⼈留学⽣在籍状況調査結果」
より発表者作成）

2. ドイツの概要
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影響
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エラスムス・プログラムについて
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2. ドイツの概要

正式名称
エラスムス（ERASMUS, European Community Action Scheme for the Mobility of 
University Students）
現在は、Erasmus+（2014年〜）

⽬的
EU加盟国における⼤学間の協⼒と流動化を⽬的として開始された留
学交流プログラム。現在のErasmus+は、欧州の⾼等教育、職業教育・訓
練、学校教育（幼児教育を含む）、成⼈教育、⻘少年、スポーツの相互交流
促進を⽬的とする統合的な資⾦助成プログラム。

歴史

• 第１期 Erasmusが1987 年に開始 (吉川, 2004)
• 現在は第6期（2021〜2027年）

第6期では、1) ソーシャル・インクルージョン、2) グリーン・トランジ
ション、 3)デジタル・トランジション、4) 若者の⺠主的⽣活への参加促
進、の4点に重点が置かれている

予算 予算は262億ユーロ
※前⾝のプログラム（2014年〜2020年）と⽐較して約2倍の資⾦

特徴
• エラスムス・プラスの⼀部は⽇本を含む特定のEU域外国の⼈々も利⽤可能。
• ⼀度の留学で1カ国だけではなく、EU域内の複数の国で学ぶことができ、⼀度に複数

の⼤学での学位取得が可能なプログラムも提供（駐⽇欧州連合代表部, 2014）

欧州委員会「エラスムス・プラス・プログラム」と参考⽂献より発表者作成

欧州委員会「エラスムス・プラス・プログラム」 :
https://ec.europa.eu/programmes/erasmus-plus/about_en (2021/08/06閲覧）



ドイツの受⼊エラスムス参加学⽣数
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2. ドイツの概要
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DAAD（2021a）「2020年度版Wissenschaft weltoffen」より発表者作成

DAAD（2021a）「2020年度版Wissenschaft weltoffen」 :
http://www.wissenschaftweltoffen.de/publikation/wiwe_2020_verlinkt.pdf(2021/08/06閲覧）



ドイツへの受⼊エラスムス参加学⽣の出⾝国
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2. ドイツの概要
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⼤学種類別によるドイツからの派遣エラスムス参加学⽣数
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2. ドイツの概要
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（DAAD（2021a）「2020年度版Wissenschaft weltoffen」より発表者作成）



ドイツからのエラスムス参加学⽣の派遣先
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2. ドイツの概要

（参考）
学位⽬的の留学先
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3.ドイツの⼤学におけ
るCOVID-19の影響
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3.ドイツの⼤学におけるCOVID-19の影響

171校からの回答（総合⼤学、専⾨⼤学、芸術⼤学からの回答）

今後の⼤学の国際化について
• ドイツの半数以上（51%）の⼤学が、パンデミック後もド

イツにおける⼤学の国際化の重要性はほとんど変わらないと、
楽観的な⾒⽅を⽰している。
2020/2021年冬学期について
• 63%の⼤学が、対⾯とオンラインのハイブリッド形式の授

業を実施し、16%のみが完全オンライン授業を提供してい
た。
• しかし、40%の⼤学が、学期の途中で完全オンライン形式

に切り替えた。
15

（DAAD（2021b）「 Working Paper: COVID-19 and the impact on international 
student mobility in Germany 」より）



学⽣交流について
• 2020/2021年冬学期に、 63%の⼤学では、留学⽣（ 14,700⼈の正規

留学⽣、2,300⼈の⾮正規留学⽣）に⼊学許可が出たにも関わらず、ビ
ザが発給されずドイツに⼊国できなかった。

• 2020/21年冬学期にすべての留学・交換プログラムを中⽌した⼤学はわ
ずか5％であった。

• パンデミックの結果、約4分の1の⼤学（26％）が、海外の⼤学と新たに
バーチャルコース等、バーチャル教育関連の協定を結んだ。パートナー
として最も多かったのは、⽶国、フィンランド、カナダの⼤学であった。

• 半数の⼤学（50％）は、⾼等教育の国際化におけるデジタル関連の活
⽤・サービスの重要性は、パンデミック後も変わらないと考えており、
19％の⼤学はその重要性がさらに⾼まるとさえ予想している。

• 71％の⼤学が、⾼等教育の国際化におけるデジタル関連の活⽤・サービ
スの重要性が増すことで、国際センターの仕事量が全体的に増えると考
えている。 16

3.ドイツの⼤学におけるCOVID-19の影響



学⽣交流について
• パンデミックの結果、約4分の1の⼤学（26％）が、海外の⼤学と新たに

バーチャルコース等、バーチャル教育関連の協定を結んだ。パートナー
として最も多かったのは、⽶国、フィンランド、カナダの⼤学であった
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3.ドイツの⼤学におけるCOVID-19の影響
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DAAD（2021b）「 Working Paper: COVID-19 and the impact on international student mobility in 
Germany 」（同上）を基に発表者作成

COVID-19の流⾏により、海外の⼤学と新たにバーチャルな協⼒関係を結んだか︖



学⽣交流について
• パンデミック後の計画にどのような点を考慮するかについては、①バーチャルなサービス

（コース、申請⼿続き、マーケティングなど）の拡⼤と改善が圧倒的に多く挙げらた（約半
数の47％が回答）。次に、②物理的なモビリティからバーチャルなモビリティへの移⾏
（19％）や、③新しく確⽴されたバーチャルなサービスの評価と継続（18％）と続いている。

• それに⽐べて、危機的状況や緊急事態への備え（緊急時対策など）、短期的な移動の重要性
の⾼まり（各4％）、留学⽣の減少（3％）などは、あまり⾔及されていない。
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3.ドイツの⼤学におけるCOVID-19の影響
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DAAD（2021b）「 Working Paper: COVID-19 and the impact on international student mobility in 
Germany 」（同上）を基に発表者作成



4. ドイツ調査の結果
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4. ドイツ調査の結果
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感染症制御後の学⽣交流に向けての準備 再開の⽅針4.1

・半数以上の⼤学（54.5%）が⽅針を決定している／決定しつつある。

回答数22校

31.8% 22.7%
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4.2  留学再開に際し参考にする意⾒（ドイツ）

・保護者の意⾒を参考にすると回答した⼤学はなかった。

4. ドイツ調査の結果
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4.5% 63.6% 18.2% 13.6%
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4.3  感染症制御後の留学形態（対⾯とオンラインの⽐率）
4. ドイツ調査の結果

22
95.4%が対⾯重視の留学を進める、と回答している。

オンライン重視

対⾯重視



4.5% 31.8% 13.6% 41.0% 9.0%
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4.4  感染症制御後の⼤学間留学交流プログラム派遣候補者
選抜の際の「平等性」と「既得権」

4. ドイツ調査の結果

23どちらかといえば、「平等性重視」の傾向がある。

平等性重視 既得権重視



4.5  感染症制御後の学⽣交流再開の⽅針
4. ドイツ調査の結果

24

・以前と同じ規模の活発な学⽣交流を予定している。
→ DAADの調査結果と⼀致。
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4.5  感染症制御後の学⽣交流再開の⽅針
4. ドイツ調査の結果

25

（参考）⽇本の回答（179校）
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4.6  留学と修了要件
4. ドイツ調査の結果

26

御校には修了・卒業の要件として、留学など海外での経験を要するコースや教育課程（ダブ
ルディグリーの課程などを含む）がありますか。

82%の⼤学で、留学が修了・卒業要件になっている。

81.8% 13.6% 4.5%
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4.6  留学と修了要件
4. ドイツ調査の結果
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御校には修了・卒業の要件として、留学など海外での経験を要するコースや教育課程（ダブ
ルディグリーの課程などを含む）がありますか。

（参考）⽇本の回答（179校）
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(1) 卒業・修了を延期させた（させている）。

(2) 仮想的にグローバル教育代替プログラムを課し、修了要件相
当と⾒做した。（海外の授業にオンライン参加させるなど）

(3) 国内で実地に⾏われる代替教育プログラムを課し、修了要件
相当と⾒做した。（学内で実施されている国際性の⾼い授業に参加
させるなど）

(4) 国内での多⽂化経験に基づく実践もしくは実習中⼼の代替プ
ログラムを課し、修了要件相当と⾒做した。

（留学⽣や外国⼈住⺠とのワークショップなど）

4.7  コロナ禍における留学必須の課程への対応
はいと回答した18校について

4. ドイツ調査の結果
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(1) 卒業・修了を延期させた（させている）。

(2)海外の授業にオンライン参加させるなど、仮想的にグローバル教育代替プログラ
ムを課し、修了要件相当と⾒做した。

7割以上がオンラインプログラムを留学の代替プログラムとして、修了要件とした。
→ DAADの調査結果と⼀致。バーチャル関連を進める傾向。
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4.7  コロナ禍における留学必須 の課程への対応
はいと回答した18校について

4. ドイツ調査の結果
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(3) 国内で実地におこなわれる代替教育プログラムを課し、修了要件相当と⾒做した。

(4) 国内での多⽂化経験に基づく実践もしくは実習中⼼の代替プログラムを課し、
修了要件相当と⾒做した。

• 半数弱（44%）の回答校が学内での代替プログラムも活⽤していた。
• (2)と(3)の対応が多く、⽇本と同様の結果。
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(1)【必要ない】現段階で⼤学間交流を再開しないので、⼤学間の国際的
枠組みは 必要ありません。

(2)【各⼤学個別の対応から】⼤きな枠組みではなく、各⼤学が特定もし
くは少数の協定校との間での個別の合意からはじめるべきだと思いま
す。

(3)【国内での合意を優先】まずは国内⼤学等で国際的にも通⽤する新た
な枠組みを議論・共有するべきで、国際的な枠組みは国内での認識の
共有が出来てからでしょう。

(4)【国際的な⼤学イニシアティブから】国境を越えた交流の枠組みであ
るので、はじめから国際的な場で関係⼤学等が議論し、ベストな解を
探るべき課題だと考えます。

4.8  ニューノーマル期の合意形成
4. ドイツ調査の結果
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(1)【必要ない】現段階で⼤学間交流を再開しないので、⼤学間の国際的枠組みは
必要ありません。

(2)【各⼤学個別の対応から】⼤きな枠組みではなく、各⼤学が特定もしくは少数の
協定校との間での個別の合意からはじめるべきだと思います。
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• ⽇本より、「そう思う」の割合が⼩さい。⽇本は、40%が「そう思う」
を選択。



4.8  ニューノーマル期の合意形成
4. ドイツ調査の結果
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(3)【国内での合意を優先】まずは国内⼤学等で国際的にも通⽤する新たな枠組みを
議論・共有するべきで、国際的な枠組みは国内での認識の共有が出来てからでしょう。

(4)【国際的な⼤学イニシアティブから】国境を越えた交流の枠組みであるので、は
じめから国際的な場で関係⼤学等が議論し、ベストな解を探るべき課題だと考えます。

• (2)「各⼤学個別の対応」と(4)「国際的な⼤学イニシアティブ」を⽐較的重視
する傾向。
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4.9  合意形成の主体（3つまで選択）

4. ドイツ調査の結果
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・上位3つは、⽇本調査の結果と同じ。
・「影響⼒のある⼤学からの提案・イニシアティブ」については回答がない
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4.9  合意形成の主体（3つまで選択）

4. ドイツ調査の結果
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（参考）⽇本の回答（179校）
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5. まとめ
•ドイツ回答校は全て国⽴・州⽴であり、学費は無料。
そのため、留学⽣に頼らない⼤学運営が可能。
→ パンデミック後の⼤学間学⽣交流についても楽観
的な⾒解（DAAD調査とも⼀致）。
→ 保護者の意⾒を参考にしていない。

•対⾯留学を重視する傾向が強い。

•バーチャルを活⽤した⼤学間学⽣交流（コース、申請
⼿続き、マーケティング）の拡⼤にも⼒を⼊れている
。
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6. この調査結果からの提⾔

1. ドイツとの⼤学間学⽣交流を再開する際には、
対⾯留学を重視する。

2. ドイツの⼤学とのバーチャルを活⽤した教育協
定関連では⽇本は出遅れている。
さらに、オンラインの活⽤により、今後国際関
係の部署の業務量の⼤幅な増加が予想される。
→ 今後、⼤学間学⽣交流において⽇本が取り残
されないためにも、国際交流関連部署の充実が
望まれる。
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6.この調査結果からの提⾔

3. エラスムス+第6期（2021年〜2027年）で、
前⾝のプログラムの約2倍の資⾦を投⼊。
→ ⾼度⼈材の受⼊派遣促進という世界の留学
交流の流れに⽇本が乗り遅れないようにする。

4. HRKやDAADのような、全国の⼤学を対象とし
た調査の実施と調査結果の迅速な開⽰ができる
、専⾨組織を設置する必要性（⼀研究チームだ
けでは、限界がある）。
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7. 今後の課題
nドイツ・アンケート調査の回答がわずかであった。
n各⼤学の具体的な取り組み事例を提⽰することがで
きなかった。

l今後は、ドイツの協⼒者へのインタビューを実施し
、「ニューノーマル期の⼤学間学⽣交流再開の⽅針
」や「留学形態の⾒通し」についてのドイツの具体
的な動向について引き続き調査を⾏う。

lドイツの⼤学制度をさらに調査し、ドイツの⼤学に
おけるニューノーマル期の⼤学間学⽣交流再開の傾
向を明らかにする。

ニューノーマル期の⼤学間学⽣交流にとって、⽇本が
何を考慮し、実⾏していく必要があるのかを解明した
い。
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